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（
住
所
）
奈
良
市
あ
や
め
池
南
９
丁
目

（
祭
神
）
市
杵
島
姫
命

野
見
宿
禰
命
、
菅
原
道
真

（
交
通
）
近
鉄
菖
蒲
池
駅
南
口
か
ら
徒
歩

約
５
分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

蛙
股
池
ほ
と
り
で
地
域
守
る

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

あ
や
め
池
神
社
拝
殿
と
奥
に
本
殿
の
屋
根

‖
奈
良
市
あ
や
め
池
南
９
で

あ
や
め
池
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

あ
や
め
池
神
社
は
奈
良
市

西
部
、
蛙
股
池
の
ほ
と
り

に
あ
り
ま
す
。
池
の
守
護
神

と
し
て
市
杵
島
姫
命
(
弁
財

天
)
が
祭
ら
れ
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
ま
す
。

蛙
股
池
と
は
日
本
書
紀
６

０
７
（
推
古

）
年
に
「
是

の
歳
の
冬
に
、
倭
国
に
高
市

池
、
藤
原
池
、
肩
岡
池
、
菅

原
池
を
作
る
」
と
記
さ
れ
る

菅
原
池
の
こ
と
で
、
現
存
す

る
日
本
最
古
の
か
ん
が
い
用

の
た
め
池
と
さ
れ
ま
す
。
東

西
・
南
北
約
５
０
０
㍍
、
面

積
は
８
・
６
㌶
で
あ
り
、

「
く
」
の
字
の
池
の
形
が
、

社
寺
な
ど
の
横
木
に
使
わ
れ

る
部
材
の
蛙
股
に
似
て
お

り
、
蛙
股
池
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

御
祭
神
は
当
初
、
市
杵
島

姫
命
の
み
で
し
た
が
、
１
９

８
０
（
昭
和

）
年
に
日
本

最
古
の
天
満
宮
・
菅
原
天
満

宮
の
末
社
と
し
て
野
見
宿
禰

命
と
菅
原
道
真
の
二
神
を

勧
請
し
、
三
柱
と
な
り
ま

し
た
。

長
い
こ
と
氏
子
組
織
が
な

く

あ
や
め
池
地
区
・
学
園
南

地
区
自
治
連
合
会
が
協
力
し

｢
奉
賛
会
｣
を
立
ち
上
げ
、
境

内
を
整
備
し
ま
し
た
。
現
在

は
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
親

し
ま
れ
、守
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
み
そ
か
か
ら
正
月
三
が

日
は
笹
酒
の
ふ
る
ま
い
が
あ

り
、
１
月
第
２
日
曜
の
大
と

ん
ど
で
は
、
神
社
す
ぐ
下
の

池
の
ほ
と
り
で
の
お
た
き
上

げ
が
名
物
。桜
の
時
期
に
は
、

境
内
と
あ
や
め
池
新
橋
の
ち

ょ
う
ち
ん
に
灯
が
と
も
さ

れ
、
夜
桜
が
水
面
に
映
え
、

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

大
平
芳
枝
）


